
NO
.22

森林・林業総合情報誌

2011『しまねの森林』フォトコンテスト作品募集中
も　　り

特集１
公共建築物等の木造化及び木質化の推進

『しまね県産木材の利用の促進に
関する基本方針』及び

『島根県木材利用率先計画』の策定
林業課  木材振興室

特集2

公共建築物等における
県産木材の利用事例
林業課  木材振興室

特集3

木材利用の促進の意義
林業課  林業普及スタッフ

森林のたより
地域を引っ張る！

『農林水産業で頑張っているリーダー』
を表彰
林業課  林政企画グループ

トピックス①
若いイケメン揃い、今後の活躍に期待!

新しく10名が「グリーンマイスター」に！
林業課　森林組合・担い手育成スタッフ

トピックス②

2010「しまねの森林」フォトコンテスト
入賞作品展を開催！
しまねの森林発行委員会

8

7

9
6

9

2

みーもくん みーなちゃん

森林

林業

地域

森林

林業

地域

県産木材の
利用拡大に
向けて

木材特集！

県産木材の
利用拡大に
向けて



■「基本方針」の推進フレームと「率先計画」の位置付け
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「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律（平成22年法律第38
号）」（以下、「法」という。）が平成22年10月 1 日に施行され、第 7条第 1項
の規定に基づく国の基本方針が平成22年10月 4 日に告示（農林水産省、国土
交通省告示第 3号）されました。
これを受けて県では、法第8条第1項の規定に基づく県方針の策定作業に入
り、平成22年12月28日に『しまね県産木材の利用促進に関する基本方針』（以
下「基本方針」という。）と、県の具体的な取組指針となる『島根木材利用率
先計画』（以下「率先計画」という。）をあわせて策定しました。
今後は、この基本方針及び計画に基づき、公共建築物等における木材利用
を積極的に進めて行きます。
また、県民の皆様に身近な公共建築物等での取り組みを一層促進するため、
市町村における方針作成についても、積極的に働きかけ、全県あげての木材
利用を進めて行くこととしています。
公共施設の取り組みにより民間の病院や福祉施設、住宅などの建築物等に
おける県産木材の利用推進に努めて行きます。
皆様方のご理解・ご協力をお願いします。

直接的な需要拡大が期待できる公共建築物をターゲットとして、県が率先して

木材利用に努め、市町村や個人、企業等にも主体的な取り組みを期待

需要サイド

※公共土木工事の構築物、備品等の調達においても県産木材の利用を推進します。

供給サイド
《直接的に木材利用の拡大を推進（直接効果）》

木材生産者
製材所等

○ニーズに対応
した木材の安
定的な供給体
制の確立
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公共建築物の木造化・木質化の推進

○木造化率が低く、潜在的需要が期待できる

○展示効果やシンボル性が高い学校等の公
共建築物への木材利用は、県民が木材利
用の重要性や木の良さの認識を深める上
で重要。

《間接的に木材利用の拡大を推進（間接効果）》

一般建築物の木造化・木質化

個人住宅 個人住宅以外の
民間施設

県立施設
●率先して整備
「率先計画」

国
施
設

市町村
施　設

波及効果
（最終的には一般建築物）

一体的取組み

○品質、価格等
に関する正確
な情報の提供

○木材の具体的
な利用方法等
の提案
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■「しまね県産木材の利用促進に関する基本方針』の概要
●基本方針では、県内の公共建築物等における県産木材の利用が促進されるよう、その意義、目標、取り組

み等を定めています（第1）。

　○公共建築物等における木材の利用の促進を進める意義（第2）

　①県民に対し、木との触れ合いや木材利用がもたらす効果等を提供できる。

　②木材需要を創出する直接的効果に加え、住宅等の一般建築物における波及効果が期待できる。

　③前述①②により森林整備の推進、地域経済の活性化、雇用創出を図ることが期待できる。

・公共建築物（低層）において新築・増築又は改築を行う場合は、原則木造化とする。

・全ての施設において、内装等を積極的に県産木材で木質化する。

・公共土木工事及び調達物品（備品等）について、積極的に県産木材を活用する。

・公共建築物に準ずる施設や、住宅や店舗、事務所等の民間施設における木材利用を促進する。

①県及び市町村の取り組み
・木材利用促進のための方針及び計画の策定【県、市町村】

・木材利用を担う設計者や木材加工技術者その他人材育成【県】

・木材の供給体制の整備【県、市町村】

・木材に関する情報の収集・分析・提供や、県民理解の醸成【県、市町村】

・木材の性能・品質・工法に関する試験研究や先進事例調査、情報提供等【県】

②関係者の適切な役割分担と関係者相互の連携した取り組み
・公共建築物を整備する者は、積極的な木材利用に努める【施主、建築士、建設業】

・木材製造業者等は、ニーズに対応した木材供給及びその品質、価格等に関する情報提供に努める

【林業事業体、木材加工業者等】

③その他県産木材の利用を推進する上での必要な事項（第6）

・公共建築物や民間での木材利用を促進するための相談窓口を設置する。

・しまねの木の認証制度とCO2固定量の証明制度の普及を図り、県民の木材利用を促進する。

・無秩序な伐採防止とともに的確な再造林の確保するなど木材供給及び利用と森林の適正な整備の

両立に努める。

○県産木材の利用を推進すべき公共建築物等（第4）

・県、市町村が整備する公共の用又は公用に供する建築物

・民間で整備する学校や保育所、福祉施設、住宅、店舗等の建築物

・県、市町村が整備する道路、河川、砂防、治山等の公共工事における土木構造物

・木材を原料として使用した机や書棚等の備品、消耗品

○公共建築物等における県産木材利用の目標（第3）

○県産木材の利用促進に向けた取り組み（第5）

関係者が一丸となった
取組展開
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■『島根県木材利用率先計画』の概要
●この計画は、法第8条第1項の規定に基づき策定した県方針を受けて、県が整備する公共建築物等の具体的

な目標等を定めた計画。

●従来の「公共部門における木材利用行動計画」（平成17年度策定）を根本的に見直し、細かな利用基準と

目標等を設定し、県の取組みを加速化する内容に大幅に変更を行った。

【対象範囲】▶県が整備する建築物、公共工事における土木構造物、県が調達する物品

【計画期間】▶平成23年度〜25年度（3年間）

【目　　標】▶次の（1）から（3）のとおり

（1）県が整備する新築・増築又は改築する公共建築物の木造化・木質化の推進

（3）県産木材を使った机や書棚等の備品及び消耗品の調達

協議机や名札等木製品を広く積極的に活用する（「島根県グリーン調達推進方針」においては、特定調達品

目である間伐材等の木材を使用した文具類等の調達を行うこととされている）。

【推進体制】▶木材利用関係部局の課長を構成員とする「公共部門木材利用推進連絡協議会」を設置し、年

度計画策定や前年度実績の把握などの進行管理を行い、全庁的に連携した取り組みを推進す

る【庁内の推進体制】。

▶県産木材全体の安定供給と積極利用を推進するため、関係課、木材業界、建築業界による連

絡会議を設置する【木材・建築の関係者が参画する推進体制】。

区　分 基　　　準 目　　　標 備　　考

①木造化

■「高さ13ｍ以下かつ軒高9ｍ以下で、
延べ面積3,000㎡以下の施設」は、原
則として木造。

■内装等は可能な限り木質化を図る。

■毎年度の木造化施設率　100％
（木造化施設数／木造化可能施設数）×100

○「木造化可能施設」は、県が整備する
公共建築物において、左の木造化の基
準に該当する建築物

○「木造化施設」は、構造上重要な部分
（柱、梁、桁等）の50％以上に木材を
使用した建築物

■ 木 材 使 用 量 の 概 ね
70%以上を国産材と
し、うち50%以上に
県産材を使用

②木質化

■木造化・非木造に関わらず、関係法令、
コスト等の制約がある場合を除き、内
装を可能な限り木質化を図る。

■毎年度の木質化施設率　100％
（木質化施設数／木質化可能施設数）×100

○「木質化可能施設数」は、県が整備す
る公共建築物数（ただし、制約により
困難な施設を除く）

○「木質化施設数」は、延べ床面積に対
する木質化率50％以上の施設

■施工面積の概ね70%
以上を国産材とし、う
ち50%以上に県産材
を使用

③建具等
■ドア、窓等（窓枠を含む）の建具等は、県産木材を使った製品を積極的に使用する。

ただし、法令、維持管理、コスト及び防護防犯機能の点で合理性を欠く場合はこの
限りではない。

区　分 基　　　準 目　　　標 備　　考

公 共
土木工事

■「1工事現場−1木材利用運動」を展開
し、積極的に木材を活用することとす
る。ただし、現場条件、耐用年数およ
び施工上特に支障がある場合はこの限
りでない。

■毎年度の木材利用量　3,100㎥

年　度 目　標（㎥)

23 3,100

24 3,100

25 3,100

※平成21年度の実績：4,725㎥

■道路、河川、砂防、治
山、公園、農業農村、
漁場において積極的に
利用

（2）県が行う公共土木工事における県産木材の利用
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問い合わせ先●東福井団地住まいづくりフェア実行委員会（森下建設㈱内）  TEL0855-92-1360

出展者 ㈱第一ホーム・㈲志田尾工務店
中央建設㈱・森下建設㈱

東福井団地（浜田市熱田町）

会場

3月19日㈯〜23日㈬
10：00〜17：00

日時

「しまねの木の家」を展示PRします
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●一番マート ポプラ●

県営団地

至
益
田

県営団地

至浜田市街

9号線浜田バイパス

東福井団地
住まいづくりフェア会場

●
かめや家具

9

NO.22 /2011.1 �



公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
県
産
木
材
の
利
用
事
例

■竣 工 年 度／平成14年度
■延べ床面積／4,880㎡（内木造部分2,383㎡）
■木材使用量／843㎥
■内県産木材／843㎥

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

■竣 工 年 度／平成21年度
■延べ床面積／105.6㎡
■木材使用量／30.7㎥
■内県産木材／28.7㎥

雲
南
警
察
署
赤
名
駐
在
所

■竣 工 年 度／平成21年度
■延べ床面積／790㎡
■木材使用量／319.8㎥
■内県産木材／142.0㎥

奥
出
雲
町
立
亀
嵩
小
学
校
体
育
館

■竣 工 年 度／平成22年度
■事　業　名／森林整備加速化・林業再生事業
■延べ床面積／885.2㎡
■木材使用量／229.1㎥
■内県産木材／206.3㎥

出
東
保
育
園

■竣 工 年 度／平成21年度
■路　線　名／三坂小林線（邑智郡邑南町）
■延 べ 延 長／449ｍ
■木材使用量／90㎥
■内県産木材／90㎥

間
伐
材
を
使
用
し
た
間
伐
パ
ネ
ル
と
筋
工

■竣 工 年 度／平成22年度
■事　業　名／水源流域広域保全事業（塩田地区3工区）
■流路工延長／97ｍ
■木材使用量／36.8㎥
■内県産木材／36.8㎥

間
伐
材
を
使
用
し
た
木
製
流
路
工

飯南町 飯南町

奥出雲町 斐川町

邑南町 雲南市
林
業
課 

木
材
振
興
室
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2011年は国連が定めた『国際森林年』ですが、農林水産省は国内テーマを次のように
決定しました。

「森を歩く」〜未来に向かって日本の森を活かそう〜森林・林業再生元年〜

このテーマには、暮らしの中に木材を取り入れていただけるようにとの期待も込められ
ています。

それでは、木材を生活に取り入れて使うことでどのような効果が現われるのでしょうか？

緑豊かな森林から生産される木材
は、住宅の材料、家具や食器等の生活
用品、新聞やノートといった紙の原
料など様々な形で利用されています。
このように、木材を有効活用すること
で、「伐って使い→植えて→育てる」
という森林資源の循環だけでなく、地
域経済の活性化にも繋がります。

そして、森林の持つ公益的機能も十
分に発揮されるようになるのです。

世論調査によると、木造住宅に住みたいと思っている人が大半占めています。好まれる
理由はいくつもあります。
●木材は湿度を調節する
●断熱性が高く、穏やかな感触・温かみがある
●木質空間でリラックスできる
●衝撃をやわらげる
●木目の自然感が目に優しい

木材の約半分は炭素です。木材製品を長く使うことは
地球温暖化の要因となる二酸化炭素を貯蔵していること
になります。たくさん木材を使っている木造住宅は第2
の森林とも言えるのです。

木造住宅は第2の森林

健康的で温もりのある快適な生活空間

地域経済の活性化に貢献効果❶

効果❷

効果❸

写真提供：万設計

循環型林業の姿
資金が地域内で循環し、
森林整備・地域経済の
両面から効果が大

設計／工務店

建
築
物
等

森林
（森林所有者）

加工業者 素材生産者

料金の支払い

料金の支払い

料金の支払い

森林の公益的機能

立木
製材品

住宅
バイオマス利用

CO2

原木

料金の支払い

料金の支払い

料金の支払い

森林の公益的機能

立木
製材品

木材の流れ
資金の流れ

住宅
バイオマス利用

CO2

原木

雇用

雇用

森林
整備

雇用

林
業
課 

林
業
普
及
ス
タ
ッ
フ
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県では、「持続的に発展する島根の農林水産業・農山漁村」の実現に向け、現在取り組んでいる「新たな農

林水産業・農山漁村活性化計画」の地域プロジェクトを牽引

し、地域の創意工夫に基づき主体的かつ積極的に活動してい

る人の知事表彰を行っています（平成20年度から23年度ま

で年1回表彰を実施）。

今年も各地域で活躍していらっしゃる方7名の表彰が、平

成22年11月19日に県庁で行われました。林業部門からは3

名の方が表彰を受けられましたので、ご紹介します。

表彰を受けられた方々には、今後も地域の牽引役としてま

すますその取組みを期待します。

地域を引っ張る！
『農林水産業で頑張っているリーダー』を表彰

島根県農林水産部林業課  林政企画グループ

県内でもトップクラスの素材生産業
者で、販路開拓や機械化を積極的に進
め、県が推進している木材生産団地化
推進プロジェクトにおいて森林組合と
連携しながら、主要な役割を果たされ
ています。また、森林資源の有効活用
を図るため、平成12年には製材事業
を、平成18年には菌床椎茸栽培を、今
年度から木質バイオマス生産（林地残
材のチップ化）を始めるなど、多角的
に事業を展開されています。

長年林業に携わり、間伐の推進と作業路づ
くりに積極的に取り組まれてきました。これま
でに間伐座談会や利用間伐研修会を6地区で
開催し、59名の森林所有者が参加、約15haの
放置森林の間伐が実施されました。

また、木材生産団地化推進プロジェクト活
動の一環として、平成20年度、21年度には作
業路づくり研修会を自らの所有林を会場とし
て企画・開催されました。今後の地域の道づく
りにおける改善点を明らかにし、地域における
作業路開設の技術向上に貢献されています。

伐採期を迎えたクヌギが当該地域に
豊富に存することに着目し、平成18年
度より原木生しいたけ生産に企業参入
されました。隠岐の豊かな自然に育ま
れ成長した原木にこだわり、自ら東京・
大阪等の量販店やバイヤーと商談を行
い、販路開拓に取組んでおられます。
この間新たに9名を雇用され、隠岐地
域のしいたけ生産復興を目指し、プロ
ジェクトチームの活動を牽引されてい
ます。

出雲圏域 浜田圏域 隠岐圏域
須
佐
チ
ッ
プ
工
業
㈲

代
表
取
締
役

藤
原　

克
一
さ
ん

小
川　

泰
昭
さ
ん

㈱
吉
崎
工
務
店

代
表
取
締
役

吉
崎　

博
章
さ
ん

第3回表彰者のみなさんと知事 
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本県では豊かな森林資源を有効に活用し、より効率的な木材生産を行う人材を育てるために「グ
リーンマイスター養成研修」を行っています。
今年度も森林組合や民間の林業事業体の若手現場技術者10名が参加し、 7月から11月までの45

日間にわたって高性能林業機械、作業道開設や各種資格取得など熱心に受講されました。
12月10日㈮には、研修を実施した㈳島根県林業公社の佐藤孝男理事長から研修生に認定証が交付

され、昭和57年度からスタートしたこの制度における本県のグリーンマイスターは240名となりま
した。
なお、国においては来年度以降、林業作業士となる「フォレストワーカー」や、作業班員を指導

し森林作業の工程管理ができる「フォレスト
リーダー」、さらには複数の作業班を統括す
る「フォレストマネージャー」などを育成す
る研修カリキュラムを実施し、研修修了者を
登録する制度をスタートさせる予定です。
県では、国の制度を十分活用しながら「グ

リーンマイスター」を引き継ぐ「フォレスト
ワーカー」を養成し、現場作業員のスキルア
ップを支援していくこととしています。

林業課　森林組合・担い手育成スタッフ

平成22年12月12日㈰に、くにびきメッセ大展示場（松江市）で開
催された、『みーもフェスティバル』で「2010しまねの森フォトコン
テスト入賞作品展」を行いました。
当日は、森林や木材に関する展示や手作りコーナーでの体験、森

の恵みを味わうコーナー等多数の楽しいイベントもあり、5,200名の
来場者により大変盛りあがりました。
入賞作品も多くの方にご覧いただくことができ、またイベントに

も協力できたと思います。
なお、各市町村や地域のイベント等へも入賞作品の貸し出しを行

っていますので、お気軽に事務局へご連絡下さい。

事務局：県庁林業課林政企画グループ内  Tel.0852-22-5163

「しまねの森林」発行委員会
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島根県の恵み豊かな自然、
緑豊かな森林を撮ろう！！

（森林・林業総合情報誌）

主催／「しまねの森林」発行委員会

2011

森林・林業体験できる!森林・林業体験できる!

島根県立ふるさと森林公園
松江市宍道町佐々布

島根県県民の森
飯石郡飯南町小田

ふるさと森林公園を管理している島根県立緑化センター
では、公園内の自然を活用したイベントの一環として里山
自然塾を年間１2回開催しています。

◆2月20日㈰
　第11回講座「ハゼの実で和ロウソクを作ろう！」

ハゼの実からロウをとり、ロウソクが出来るまでの工程を実際
に体験し、１人１本作成します。
また、和ロウソクそのものについても学びます。

◆3月13日㈰
　第12回講座「炭焼きを学び竹炭と花炭（飾り炭）をつくろう！」

炭焼きについて学び、実施にドラム缶炭窯での竹炭づくりを行
います。また、花炭（飾り炭）もつくります。
おき火のおいしい焼き芋の焼き方も伝授します。

◇時間：10:00～15:00　　◇定員：各回20名程度
◇参加料：300円　事前予約が必要です。
◇問い合わせ、申し込み先：
　ふるさと森林公園学習展示館　Tel/Fax 0852-66-3586
Eメール　morifure@coffee.ocn.ne.jp

小学生からプロまでの森林・林業についての研修や研修会の場も
提供しています、いつでもお気軽にご相談ください。
〈申込先〉中山間地域研究センター 県有林管理スタッフ

Tel 0854-76-2302
2月～3月の講座の御案内

元気が出る!元気が出る!
県民の森では登山、木工教室等各種イベントを開催しています。自

然や森の大切さ、木の温かさなど自分自身で感じることができます。
◆4月10日㈰／残雪の大万木山トレッキング（定員20名）
◆4月24日㈰／早春の琴引山縦走（定員20名）
〈申込先〉飯南町 ふるさとの森「もりのす」（旧県民の森研修館）

Tel 0854-76-3119

癒しを感じる。癒しを感じる。
森林セラピー
県民の森は山陰唯一の「森林セラピー基地」に認定さ

れており、森林の癒しの効果を十分に感じてください。
〈申込先〉飯南町里山コミッション

Tel 0854-76-2903

●テーマ　「神話の森林」
古事記編纂1300年祭（Ｈ24）にあたり、神話のふるさと島根を連想させる
身近な森林やシンボル的な樹木又は、森と人とのふれあいや、生活と結びついた
森での暮らしや、森からの恵み、身近な山々などの写真をご応募下さい。（スナ
ップ写真大歓迎）
●応募作品　一人5点まで応募いただけます。ただし、島根県内で撮影した未
発表のものに限ります。（組写真は不可、デジタル写真は可）
●写真サイズ　2Lサイズから4切ワイドまでとします。台紙貼り付けは不可で
す。デジタル写真の場合はＡ4サイズ、又はＡ3サイズでも可です。
●応募方法　必要事項を記入した応募用紙を、作品の裏側にセロテープでとめ
てご応募下さい。応募写真とテーマである神話や古事記との関連等を50字程
度で簡潔に説明書きをお願いします。
●応募締切　平成23年7月31日（日）当日消印有効
●応募・お問い合わせ先
「しまねの森林」発行委員会事務局　〒690-8501 島根県松江市殿町１番地
島根県庁林業課林政企画グループ　TEL0852-22-5163
●表彰　最優秀賞1点（賞状・賞金5万円）　入選3点（賞状・図書カード5千円）

優秀賞　2点（賞状・賞金2万円）　佳作5点（賞状・図書カード3千円）
※同一の応募者の方の重複しての受賞はありません。

●審査　主催者が委嘱する審査委員会において選考、決定します。森林・林業
総合情報誌「しまねの森林」（No.25）平成23年10月号の紙面に入選作品を
掲載のうえ発表します。また、入賞者には直接通知します。
●応募上の注意
◆人物を被写体とする場合は、応募に際しては必ず本人の承諾を得て下さい。
◆入賞作品の版権は、主催者に帰属します。使用したフィルム（ポジ、ネガ）、画
像データ（CD-Rなどのメディア）を後ほど提出していただきますので保管を
お願いします。

◆応募作品は原則として返却しません。ただし、返信用封筒（切手貼付、宛名明記）
を同封で応募のあった返却希望者には、審査終了後返却します。入賞作品は返
却しません。

◆入賞作品は、「しまねの森林」ほかの広報に使用します。

◆入賞作品の広報にあたっては、氏名を公表します。
◆応募用紙に記載された個人情報は、入賞通知などの連絡にのみ使用し、その他
の目的では一切使用しません。

2010「しまねの森林」フォトコンテスト 応募用紙

住　　所 〒　　　－

Ｔ Ｅ Ｌ （　　　　）

氏　　名 （　　　）才

職業または学校名

撮影場所

撮影年月 平成　　　　年　　　　月　　　　日

作品タイトル

応募作品とテーマとの関連

市 町 村

も　り

自然との調和
松くい虫駆除薬剤 松くい虫予防薬剤松くい虫防除薬剤

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインＭＣ
マツグリーン液剤２
モリエートマイクロカプセル

ヤシマ　ＮＣＳ
くん蒸ヤシマ与作シート
カシナガ予防薬剤
ケルスケット

グリンガード・NEO
マ ッ ケ ン ジ ー

ヤシマ産業株式会社  大阪営業所
〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-1-26 オリエンタルビル5F
TEL ０６－６８８６－０２４１　FAX ０６－６８８６－０２４２

瞬間殺蜂スプレー
ハチノックＬ・Ｓ
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サンケイの松くい虫防除資材
多目的使用（空中散布・地上散布）ができる

スミパイン®乳剤
頼れる松枯れ防止用散布剤

モリエート®SC
ナラ枯れ予防用樹幹注入剤

ウッドキング®SP

伐倒木用くん蒸処理剤

キルパー®40
伐倒駆除剤

パインサイド®S油剤D
樹幹注入剤

グリンガード®エイト
お問合わせは最寄りの県森連・森林組合へ

大阪市淀川区西中島4-5-1　TEL 06（6305）5871
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　　　　島根県緑化推進委員会・島根県林業公社・島根県木材協会・島根県猟友会
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森林・林業総合情報誌

NO
.22

広域 高性能林業機械
オペレーター研修

●日時：平成22年11月29日〜12月3日
●場所：邑南町上田所

松江 木材協会松江八束支部が
松江市産材の販売会を開催

●日時：平成22年12月27日㈪
●場所：東出雲町内馬
　　　　木材協会支部土場

雲南 『斐伊川水系水源の森づくり』
斐川町・雲南市  住民交流会

●日時：平成22年10月31日㈰
●場所：雲南市吉田町
　　　　森林整備協定締結山林

出雲 県産材をふんだんに使った
保育園ができました！

●日時：平成22年12月4日㈯  竣工式
●場所：斐川町出東
　　　　「出東保育園新園舎」

浜田 地域材利用の未来を担う！
小学生140人がスギ箸づくり

●日時：平成22年10月31日㈰
●場所：浜田市弥栄町
　　　　「小学生フットサル石見交流選手権大会」

県央 邑南町瑞穂支所
木造新庁舎完成

●日時：平成23年1月4日㈮  開庁式
●場所：邑智郡邑南町淀原

益田 “高津川らしい家”とは
第1回木の家コンテスト開催

●日時：平成22年12月12日㈰
●場所：益田市駅前町
　　　　益田駅前ビル「イーガ」

隠岐 しまの木利用拡大！！
隠岐島産材を使用した
五箇小学校改修校舎見学会開催

●日時：平成22年12月4日㈯
●場所：隠岐の島町郡

農大 原木市場を見学！

●日時：平成22年11月30日㈫
●場所：出雲市上塩冶町
　　　　㈱出雲木材市場

県庁林業課
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kentyou/

東部農林振興センター
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-matsue/

東部農林振興センター雲南事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kisuki/

東部農林振興センター出雲事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-izumo/

西部農林振興センター
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-hamada/

西部農林振興センター県央事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kawamoto/

西部農林振興センター益田事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-masuda_001/

隠岐支庁農林局
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-oki_001/

島根県立農業大学校森林管理科
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-nodai/


